












































































要約

　「女性の健康に関する効果的ネットワークとは」というリサーチクエスチョンに基づき、

女性の健康に関する課題・問題について相談・支援活動を実施している機関・団体のネッ

トワークの調査を行ってきた。調査は原則的に訪問し、聞き取りと資料入手を行った。調

査先は、A.保健福祉行政機関(11 ヶ所)、B.保健所・保健センター(7 ヶ所)、C.女性センタ

ー(7 ヶ所)、D.医療関係機関・団体(6 ヶ所)、E.女性の健康に関する相談・支援等の活動

を行っている民間機関・団体[NGO］(15 ヶ所)の計 46 ヶ所である。調査内容は、1)女性の

健康に関する課題や問題についての相談・支援活動へのニーズ、2)調査先機関・団体が実

施している活動、3)調査先機関・団体が抱えている課題や問題、4)調査先機関・団体が有

するネットワークの4点に重点を置いた。

　調査の結果、女性の健康に関する相談を実施している機関・団体は少なくないが、各種

の疾病や症状別に対応するか、思春期、母子保健、更年期などライフステージごとに分け

て対応しており、「生涯を通じた女性の健康」という視点が確立しているものは限られて

いた。相談への対処方法は以下の 3種類に分けられる。すなわち、1.病院やカウンセラー・

精神科医などの専門家、関連行政の窓口等、どこへ行けば良いのかを紹介する、2.相談者

の悩み等に十分に耳を傾けることによって相談者自身が課題・問題を整理して解決のため

に行動できるようにする、3.関連行政・ NGO ・自助グルーブ・医療関係機関・弁護士・警

察などからなる支援ネットワークにつなげるという 3種類である。相談内容によって必要

とされる対処方法は異なるが、女性の健康に関する課題・問題に対処するためには 2.と 3.

の対処方法の充実が望まれる。しかし、実際に 2.と 3.ができる機関・団体は限られてい

た。特に 3.を可能にするには、女性の健康に関する相談の質の向上と、女性政策担当者

と保健・福祉行政および医療とのネットワークが必要となる。現在、女性政策、保健・福

祉、医療をかろうじてつないでいるのが行政の枠組みにとらわれずに活動を行っている

NGO である。既存のネヅトワークがあってもそれは、相談員や担当者の個人的なつながり

に依拠したものであることが多い。これをシステムとして確立させるためには、行政の側

に、行政か NGO かを問わずに異なる機関・団体・職種の人々が同時に研修する機会の提供、

事例検討会や情報交流の促進をする努力が期待される。


